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日時：2016 年２月９日(火) 18:45～  

会場：山梨ＹＭＣＡ   

担当：国際・交流     司会：丸茂正樹会員 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

年賀切手・使用済み切手・プルタブ・ペットボトルの

キャップを回収します。年賀切手は枚数、それ以外は

重さを計って、記入の上ご持参ください。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆◆◆ 巻 頭 言 ◆◆◆  

  思 い や り の 気 持 ち             

会長 秋山仁博 

今月は、ＴＯＦ例会（飢餓例会）です、この例会が来るとい

つも思い出す話がありますので、ご紹介したいと思います。 

 それは同じ人数の２つのグループが、同じ内容の料理を

別々のテーブルで、食事をする時の話です。一方は、にこや

かに楽しく和気藹々（あいあい）と食事をしているのに、片方は

イライラしながら不満ばかり言って食事をしています。どちら

も同じ条件と先程述べましたが、2 つのテーブルとも、全員が

左手を紐で椅子に縛り、右手に料理を取る１メートルの長い

箸をもっているのです。１メートルの箸は、両手が使えても、

なかなか料理を上手に取ることは出来ません。なのに一方の、

ニコニコ楽しそうに食事をしているのは、天国でテーブルを

囲んでいるグループ、片方のイライラしながら食事をしている

のは、地獄でテーブルを囲んでいるグループなのです。 

 天国と地獄がこんなに違う理由は、地獄のグループは、自

分の目の前の料理を１メートルの箸で、一人占めして食べよ

うとして、なかなか自分の口に持ってこれないのです、しかし

天国のグループは、対面に座っている仲間の欲しそうな料理

を取って食べさせてやり、また自分の食べたい料理も対面の

仲間が取って食べさせてくれているのです。この、人を思い

やる心がニコニコ和気藹々と楽しい食事にしているのです。 

 ＴＯＦ例会の意味するところは、粗食をして飢餓を知るだけ

の意味だけでなく、この思いやりの気持ちを、地球に住む全

人類に向けて持ちたいと思うきっかけを作る例会だと、私は

解釈しています。食事だけでなく、我々の生活の中で、ちょ

っとした他人への思いやりが、心豊かな社会を築くのだと信

じています。是非甲府ワイズメンの皆様には、率先して他人

を思いやる気持ちを持って、明るい豊かな社会を築きあげて

いただきたい、また、それが出来ると信じております。 

 

会 員 数 ３９名    例会出席 ２６名 

甲府２１クラブ １８名 

ゲ ス ト    １名・中田久仁様（山梨ＹＭＣＡ） 

出 席 率 ６９％     メーキャップ １名 

 

・開会点鐘           秋山仁博会長 

・ワイズソング・ワイズの信条 

・会長挨拶・ゲスト紹介     秋山仁博会長 

・次期役員報告      鶴田一郎選考委員長 

・今月のことば         渡辺 隆会員 

・ワイズディナー ＴＯＦにつき、おにぎりと豚汁のみ 

・会員卓話「サッカーと私」   仲澤昌郎会員 

・東日本区大会について    仙洞田安宏会員 

・諸報告 

・ハッピーバースデー・アニバーサリー 

・甲府ワイズの歌 

・閉会点鐘           秋山仁博会長 

プログラム 

国 際 会 長 主 題：信念のあるミッション   Wichian Boonmapajorn（タイ） 

アジア地域会長主題：愛をもって奉仕をしよう  Edward K.W.Ong（シンガポール） 

東 日 本 区 理 事 主 題：原点に立って、未来へステップ     渡辺 隆（甲府） 

あ ず さ 部 長 主 題：ワイズメンとして一歩前進       標 克明（甲府） 

甲府クラブ会長主題：夢をつなごう             秋山仁博    

１月のデータ 

 

原点に立つ  本当のことがわからないと、本当でないものを本当にする 

（安田理深）   渡辺隆会員選 

  甲 府 ク ラ ブ 

2016 年 ２月 会報 
●今月の強調目標 

Ｔ Ｏ Ｆ 

■今月のことば■ 
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１ 月 例 会 報 告 
１月１２日（火）午後６時半、甲府クラブと甲府２１

クラブ合同の新年例会が、例年通り開催された。 

秋山会長の開会点鐘のあと、両会長の挨拶が行われた。

秋山会長からは、若い会員を拡大したい。そして夢をつ

なぎたい、と希望が述べられた。２１クラブ駒田会長か

らは、難民・被災の方々を見ると心が痛む。平和に過ご

せていることに感謝し、何ができるかを考えたい、と述

べられ、さらに、松下幸之助の「道をひらく」の中の「心

があらたまればおめでたい。正月だけがめでたいのでは

ない。心があらたまったとき、それはいつでもおめでた

い」が紹介された。  

その後、甲府２１クラブの、荻野清・小澤智之両新入

会員の挨拶があり、甲府クラブの露木会員が改めて挨拶

するとともに、山梨ＹＭＣＡの新職員中田久仁氏の紹介

があった。中田氏は、旧敷島町出身、大卒後１８年間メ

ーカーで営業活動をなさっていたということで、移転問

題などを抱えるＹＭＣＡにとって、強力な戦力になると

思われる。次いで、仙洞田会員から今年の区大会まで半

年を切り、拡大実行委員会へも参加していただきたいと

要請があった。 

今月のことばは、甲府クラブの布能会員担当だが、体

調不良で欠席の為、大澤会員が「旧約聖書」アモス書の

８章１１節を朗読し、時代背景の説明があった。そして、

腐敗している都市文明とその根底にある宗教的堕落を裁

かずにはおられない正義の神のみ心を伝える預言者とし

てのアモスの言う「主のことばのききん」とは、霊的生

命を滅ぼすものなのである、と解説があった。 

いよいよ懇親会。渡辺隆区理事(甲府クラブ)から、ア

ジアで頑張っている区を応援したい。そのためにＩＢＣ

も活用しようと提案があって、乾杯。甲府クラブと２１

クラブのメンバーはくじによってテーブルにほどよく配

置され、久闊を叙したり、初顔合わせの挨拶を交わし、

楽しく食事を進めた。 

甲府クラブの石川博会員による「申年の年頭に～～三

猿・庚申・猿橋」と題された卓話があった。 

三猿は日光の木彫が有名だ

が、河口湖の妙法寺の山門にも

木彫の三猿がいる。実は三猿と

いう風習は世界中にあり、時に

は「せざる」（股間を押さえて

いる）を加えて四猿になること

もある。写真は中国の四猿。 

また、江戸時代には庚申信仰

が広がり、山梨でも多くの庚申

塔(石塔)に三猿などが彫られ

ている。 

そして猿橋は、多くの画家が

描いている。また、甲府の濁川

にかかる国玉大橋は、「逢う橋」

と見做され、「去る橋（猿橋）」

とセットの伝承がある。 

卓話後、バースデーを祝い、

ＹＭＣＡの歌の後、２１クラブ

駒田会長の閉会点鐘で滞りな

く合同例会を終わった。（石川） 

 

  

 

◎１月２６日(火）１８：３０～２０：３０  山梨ＹＭＣＡ 

◎出席者 秋山、丹後、内藤、荒川、仙洞田、大澤、鶴田、

石川（博）、武田、廣瀬、標 

【報告事項】 

①１月新年合同例会報告（１、２ページ参照） 

②１月２３日・２４日、富士クラブとの交流会報告 

 （３ページ参照、今回は富士クラブさんに報告を執筆

していいただきました） 

③２月ＴＯＦ例会について（国際・交流委員会担当） 

④３月野外例会について ３月１２日、ＹＭＣＡにおい

て、平塚あさみ様を講師として体操教室。その後例会

と食事。終了後、ＹＭＣＡの倉庫を整理したい。 

【協議事項】 

①１月３１日（日） 長野大会拡大実行委員会(長野市)に

甲府クラブから11名、２１クラブからも1名参加予定。 

②２月１３日（土）  あずさ部評議会（松本）について 

 議決権者以外の方の参加も募る。 

③次期役員について ２月例会において、鶴田選考委員

長より会長人事を報告する。丹後次期会長は、役員、

委員長等の人選、依頼を始める。 

④あずさ部主査については、秋山現会長を推薦する。 

                   （石川） 

  

  1 月 役 員 会 報 告   
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2016 年 1 月 23 日（土）～24 日（日）

の２日間、山梨県の下部温泉の下部ホテ

ルにおきまして、甲府クラブと富士クラ

ブとの交流会が行われました。甲府クラ

ブはあずさ部で富士クラブは富士山部

と部は違いますが霊峰富士を間に距離

は近いクラブです。今回せっかく近くに

創立 66年を迎えメンバー数 38名を誇る

東日本区きっての名門の甲府クラブと

創立 28 年ではありますが東日本区理事

を２名も輩出致しました富士クラブと

がもっともっと交流があってはいいの

ではないかという思いがお互いに募り

まして、１０年越しの交流会が実現致しました。 

 甲府クラブからは１０名の参加、富士クラブからは７

名の参加で計１７名がともにお酒を飲み、楽しい時間を

過ごしました。まず、下部ホテルに到着して武田信玄公

の隠し湯の温泉に皆でつかり、ゆかた姿というリラック

スムードで交流会が始まりました。甲府クラブの秋山会

長と富士クラブの河合会長よりお互いに歓迎の挨拶がか

わされ、ミニバナーの交換など親睦を深める事ができま

した。 

なごやかな雰囲気の中、秋山会長から、かの武田信虎

が駿河に御世話になりましてありがとうございましたと

か、河合会長からは、御自分の理事期にその時の鶴田会

長にその節は大変お世話になりましたとか、皆が笑顔で

お酒に酔い、出会いの喜びに酔いました。それぞれの自

己紹介２分スピーチでは、ほとんどの方が２分オーバー

で語り合うことができました。すべてのお話を御紹介す

ることはできませんがひとつだけ、今期の甲府クラブは

渡辺隆東日本区理事と標あずさ部部長を輩出して、スリ

ーキャビネット状態です。ふりかえれば富士クラブも樫

村東日本区理事、河合富士山部部長というスリーキャビ

ネットの時がありました。 

甲府クラブは現在 38 名のメンバーでサポートし、富士

クラブも当時は 37 名程の態勢でした。やはり数は力とい

いますがまさしくメンバー数が 30 名以上のクラブでな

いとできないと思います。メンバーの高齢化や若いメン

バーの不足等現在の甲府クラブでもかかえている問題と

聞きビックリいたしました。富士クラブ内でもいつもそ

のディレンマと葛藤中です。そんな話題が続く中交流会

が終わり宿泊組の夜を徹しての話しとで、おおいに盛り

上がりました。50 年に 1度の大寒波到来と危惧するなか

窓の外の天気など誰も気にせず、楽しい時間を過ごしま

した。最後に今回の交流会をきっかけとしまして第２

回・３回と続いて行う事を確認しあい、次回も会い、飲

み、語りあえる事を祈念しながらそれぞれ帰路につきま

した。本当に皆様楽しいひとときをありがとうございま

した。 

参加者:富士-河合重三・樫村弘子・樫村好夫・漆畑義

彦・高野亨・仲澤昭夫・吉澤廣美、甲府-秋山・標・仙洞

田・武田・丹後・鶴田・内藤・廣瀬・二子石・渡辺(隆) 

 

 
 

 

・１月９日(土) 在京ワイズ合同新年会(多摩市) 

渡辺(隆)・仙洞田 

・１月１５日(金) 東日本区ＬＴ委員会(四谷) 仙洞田 

・１月１６日(土) 横浜ＹＭＣＡ-ワイズ合同新年会 

(横浜市)  渡辺(隆)・仙洞田 

・１月２２日(金) 東日本区常任役員会(四谷) 

 渡辺(隆)・仙洞田・二子石 

・１月２７日(水) 東日本区第９回定款見直しワーキ 

ングチーム会合(四谷) 小倉 

・２月１日（月） 東日本区第６回文献・組織検討委員

会（四谷） 渡辺(隆)、小倉 

 

 

行 事 予 定 

 

  ２月１３日（土） 第２回あずさ部評議会（松本） 

  ２月２３日（火） ２月役員会（18:30～、ＹＭＣＡ） 

  ３月５日(土)～６日(日) 次期会長研修（東山荘） 

  ３月１２日（土） ３月野外例会（１１時～、ＹＭＣＡ） 

  

東奔西走 

甲府クラブ・富士クラブ交流会について   富士クラブ書記 高野 亨 
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 「ぶどうの木」の成功に続き、今Ｙ

ＭＣＡで急成長傾向にあるプログラ

ムは、アフタースクール「プライムタ

イム」です。この４月から、甲府市か

らの受託事業である放課後児童クラブ４、５年生受け入

れの枠を３倍に拡大することになり、現在７０人のメン

バーが一気に１００人超えかと予測されています。高学

年の増加により、音楽や英語、書道など、他の習い事へ

の波及効果も大きく、公益財団法人として地域の子育て

支援に貢献する事業として期待が高まってきています。

規模が大きくなるとクォリティーを維持することが難し

いですが、ここは気を引き締め、万全の体制で期待に応

えていきたいものです。この１月より新しく職員として

中田久仁（41 才）を採用しました。野外活動もパワーア

ップして改めてＹＭＣＡ７０周年、２０１６年は飛躍の

年としたいものです。 （露木） 

 

第5回 お正月を遊ぼう 
１月９日（土）、甲府駅北口「よっちゃばれ広場」を主

会場に藤村記念館、山梨県立図書館で開催されました。

開会式には、甲府市長、教育長が「この催しをこれから

も大事にして下さい。甲府市も協力します。」と挨拶され、

幼稚園児のマーチングバンド、組体操が披露されました。 

このイベントは子供達に日本の伝統を伝えたいという

ことから始まり、めんこ、羽根つき、けん玉、すごろく、

お手玉など多くの昔ながらの遊びがおこなわれました。

甲府クラブは初回から共催としてお手伝いしていて、今

年は渡辺（徳）、渋江両会員とそのお仲間で「大根鉄砲」

と「クリップ・ロケット」を、他の会員で「紙飛行機と

ばし」をしました。どちらの催しも子ども達が笑顔で「お

願いします」とやってきて、楽しんでいました。寒い時

期に行いますが、その子供達の笑顔で暖かくなります。

この催しがこれからも続き、日本の伝統を次の子ども達

に伝えてほしいと思いました。 

甲府クラブ参加者、内藤、渡辺（徳）、渋江、武田、大澤、

標、標メネット             （標） 

 

 

    ２月 Happy Birthday  

 

メ ン  廣瀬静男(18 日)   秋山仁博(26 日) 

     二子石宣秀(26 日)   平原貞美(27 日) 

     武田信男(28 日)             

メネット 金丸美香(13 日)   鈴木孝子(20 日) 

          石川順子(博)(23 日)  田中千里(克)(24 日) 

     中澤奈緒(大)(24 日)    

 

 

甲府駅北口まちづくり委員会から 
 ワイズメンズクラブの皆様、新年いかがお過ごしでし

ょうか。１月９日には、大人から子供へと伝承するイベ

ントとして「お正月を遊ぼう」を開催いたしました。天

気晴朗で温かな絶好のイベント日和となりました。主催

者としてありがたい一日で、２５００人の参加者と大盛

況でした。ワイズメンズクラブの有志は渡辺徳之様を先

頭に手作りの用具で、子どもに教えながら、遊んでいる

光景は素晴らしいと感動しました。渡辺様とお仲間は、

自分達で考えた道具を使って十分に実践し、当日に臨ん

だそうです。その甲斐あって行列となり、多くの子供が

喜んでいました。 

 今年は申年、一番人間に近い脳を持っていると言われ

ています。知恵の働きどころが今年を左右するかもしれ

ません。親から子供に教えることが少なくなった時代の

流れの中で、北口は自主事業として、

本年５回目を迎えたこのイベントを、

伝承遊びとして後世に伝えていく役

割を果たしたいと思っています。ど

うか、毎年行いますので、ご参加く

ださるよう、お願い申し上げます。 

   能 面 展  

山梨文化学園の能面教室の生徒によ

る能面展が、２月６日（土）より２

月１４日（日）まで、藤村記念館で

開催されています（月曜休館）。小面

（こおもて）、般若などを主体に展示

します。(写真は、生徒の作品ではあ

りません) 

   ソライチと太極拳・３Ｂ体操  

毎月第三日曜日の朝から、次の行事が開催されています。

＊ソライチ（フリーマーケット）はペデストリアンデッ

キで朝９時から始まり、夕方４時(４月～９月は午後５

時)まで、販売をしています。 

＊太極拳（午前８時～９時）と、３Ｂ体操（午前９時～

１０時）の体験教室です。健康体操として指導者の下で

体験できます。（内藤） 

 
 
 
 

   ２月 Wedding  Anniversary  

 

神山玄太 ♡ 奈緒子(2 日) 渡辺徳之 ♡ 広子(21 日) 

 

ＹＭＣＡ

たより 

 


